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Summary：
　We conducted a questionnaire survey of the visitors to the Judo Therapy booth at the Open Campus events and the students 
of the faculty of Judo Therapy. The questionnaire had two main sections: 1） asking whether they have experiences of playing 
sports and sports injuries; and 2） asking whether they were treated at judo therapist’s offices when they were injured.  The 
results show that, out of 160 people surveyed, 158 people (98.74 percent) have an experience of playing sports and 141 people 
(89.24 percent) of those have an experience of sports injuries.  Among them 118 people, who identified the institutions where 
they received the treatment, were asked whether they have been treated at a judo therapist’s office.  The ratio is significantly 
higher than a group of ordinary junior and high school students.  The people surveyed in this study are highly interested in 
judo therapy.  This survey implies that their experiences of sports injuries and the treatment at judo therapist’s offices helped 



































































群 ）と本学科学生（ ST 群 ）とした。OC 群は、
平成 22 年度、第 3 回（ 7 月 ）、第 4 回（ 8 月 ）、
第 5 回（ 9 月 ）、平成 23 年度、第 1 回（ 5 月 ）、
第 2 回（ 6 月 ）、第 3 回（ 7 月 ）の計 6 回の本学
科へのオープンキャンパス参加者のうち、研究の主
旨を口頭および書面で説明し、同意を得られたもの
とした。総数は 69 名で年齢は 17.07 ± 0.71 歳、内
訳は男性 40 名（ 57.97 % ）、女性 29 名（ 42.03 % ）、
学年は高校 1 年生 3 名（ 4.35 % ）、高校 2 年生 17 
名（ 24.64 % ）、高校 3 年生 49 名（ 71.01 % ）であっ
た（図 2 ）。ST 群は、本学科 1 期生は平成 22 年 9
月 27 日、2 期生は平成 23 年 6 月 6 日、いずれも第
1 学年次に、研究の主旨を口頭および書面で説明し、
同意を得られたものとした。総数は 93 名で年齢は 
18.43 ± 0.63 歳、内訳は男性 68 名（ 73.12 % ）、女
性 25 名（ 26.88 % ）であった（ 図 3 ）。
結果
1. スポーツ経験
　全対象者 162 件のうち無回答 2 件を除く 160 件
について、現在スポーツを部活動などで定期的に行っ
ているものは 151 件（ 94.36 % ）、現在は行っていな
いが過去には行っていたもの 7 件（ 4.38 % ）で、こ
れらを合わせると、158 件で全体の 98.74 % が現在
または過去に、部活動などの環境でスポーツ活動を
経験している。現在行っているスポーツ種目内訳を 
表 1 に示す。有効回答は OC 群 68 件、ST 群 93 
件の合計 161 件である。ST 群にバレーボールとバス
ケットボールを同時に行っているものが 1 名いるため、
ST 群の合計数が 93 件となった。種目としては野球 
39 件（ 23.93 % ）、サッカー 23 件（ 14.11 % ）、バ
図 2　オープンキャンパス来校者（ OC 群 ）内訳　n=69
図 3　本学科学生（ ST 群 ）内訳　n=93
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傷・障害体験のあるものが 141 件（ 89.24 % ）、外
傷・障害体験のないものが 17 件（ 10.76 % ）となっ




障害の種別による内訳は、骨折 76 件（ 18.67 % ）、
脱臼 14 件（ 3.44 % ）、使いすぎ 138 件（ 33.91 % ）、
肉離れ 47 件（ 11.55 % ）、捻挫 98 件（ 24.08 % ）、
その他 34 件（ 8.35 % ）となった（ 図 5 ）。
表 1　現在行っているスポーツ種目　内訳









ものは 86 件（ 72.88 % ）、一度も接骨院を受診した
ことのないものは 32 件（ 27.12 % ）であった。




合計 23 部に所属している生徒 490 件で、内訳は






たことのあるものは 227 件（ 62.02 % ）、一度も













オープンキャンパスの参加者（ OC 群 ）、または本
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